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超低含水率型遠心脱水機
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1 ．はじめに
　汚泥再生処理センター、し尿処理施設等から
発生する汚泥の脱水は、近年の地球温暖化に対
する関心の高まり（CO2の削減化）や処分にか
かるコスト削減のために、埋め立て、焼却、資
源化など後段のプロセスにかかわらず、①汚泥
の減量化、②省エネ化が望まれている。汚泥再
生処理センターでは、汚泥の含水率 70%以下
とする助燃剤化設備が稼働しており、また、
CO2削減を要件とした基幹改良事業も進められ
ている。弊社は遠心脱水機において約 800台の
総納入実績を有し、うち汚泥再生処理センター
（し尿処理施設を含む）では約 90台の納入実績
がある。また、近年は助燃剤化設備対応化を目
標に超低含水率型遠心脱水機の開発を進めて来
た。その成果として、従来の高効率型遠心脱水
機と比較し 10ポイント以上の低含水率化が図
られ、汚泥含水率 70％以下を実現し、これま
でに類を見ない超低含水率型遠心脱水機（以下、
｢SDRインパクト｣と示す）の開発に成功した。

　本稿では、SDRインパクトの実証実験結果
（対象：し尿、浄化槽汚泥および余剰汚泥の混
合汚泥）について、報告する。

2 ．構造概要
　図 1に SDRインパクトの構造概要を示す。
SDRインパクトは、無機凝集剤と高分子凝集
剤を併用する 2液調質法（以下、「2液法」と
する）専用の遠心脱水機である。
　従来型遠心脱水機では供給汚泥ラインに無機
凝集剤を注入する方法に対し、SDRインパクト
では、無機凝集剤を直接遠心脱水機本体へ注入
する機構を採用した。脱水がある程度進んだ箇
所へ無機凝集剤を直接注入するため、より効果
的に無機凝集剤を脱水に使用することができ、そ
の結果、脱水汚泥含水率が大幅に低下した。

図 1　SDRインパクトの構造概要
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3 ．SDRインパクトの実証実験
3.1　実験方法
　表 1に実験に使用した遠心脱水機（テスト機）
の仕様を示す。

表 1　遠心脱水機（テスト機）仕様

表 2　供給汚泥の性状

3.2　供給汚泥性状
　対象汚泥は某臨海衛生工場におけるし尿、浄
化槽汚泥および余剰汚泥の混合汚泥とし、その
混合比率および性状を表 2に示す。TSは 0.84
～ 0.96 %の範囲であった。VTSは 54.5 ～
76.3%の範囲であり、浄化槽汚泥の割合が大き
いほど、また余剰汚泥が含まれている汚泥ほど
高くなる傾向を示した。その他の有機物
（BOD、CODMn）、窒素（T-N）、リン（T-P）
は、し尿の割合が大きいほど濃度は高くなる傾
向が見られた。

4 ．実験結果
　表 3に脱水実験結果のまとめ、図 2に CO2
排出量の算出を示す。また、CO2排出量算出の
範囲は、脱水処理から焼却工程までとした。
①脱水汚泥含水率：今回の実証試験における汚
泥の含水率は 64.6～ 68.7%の範囲であり、助
燃剤化設備の要件である 70%以下を満足する
ことを確認した。また、消費電力についても、
従来型と比べ、40％低下し大幅な省エネを達成
することができた。
②最適な薬注率：脱水汚泥含水率 70%以下を
得るための最適な薬注率は、高分子凝集剤では
1.9～ 2.16% /TS、平均 2.0% /TS、無機凝集
剤（ポリ硫酸第二鉄）では 3.3～ 4.2% Fe/
TS、平均 3.8% Fe/TSであった。
③脱水分離液の性状：SS除去率は、99.1～
99.2%と非常に高い除去率が得られた。有機物
（BOD、CODMnはそれぞれ、50.9～ 81.2%、
74.1～ 89.1%であり、混合汚泥の比率により
変動が見られたが概ね高い除去率が得られた。
T-Nは、31.7～ 69.7%、T-Pは 82.0～ 98.8% 
と高い除去率が得られた。
　また、CO2排出量は、従来高効率型 13,542 
ton-CO2/年に対し、SDRインパクトでは 9,974 
ton-CO2/年となり、従来高効率型に比べ 26%
低下し大幅な CO2削減となった。



JEFMA No.59［2011.3］

70

5 ．おわりに
（1）　し尿、浄化槽汚泥および余剰汚泥の混合
汚泥を対象とした SDRインパクトの実証実験
では、脱水ケーキ含水率は 64.6～ 68.7％の範
囲であり、超低含水率化を達成することがで

き、助燃化設備の要件である 70%以下を満足
することを確認した。消費電力についても、従
来型と比べ、40％低下し大幅な省エネを達成す
ることができた。
（2）　脱水汚泥含水率 70%以下を得るための最
適な薬注率は、高分子凝集剤 1.9~2.16%/TS、
平均 2.0% /TS、無機凝集剤（ポリ硫酸第二鉄）
3.3~4.2%Fe/TS、平均 3.8% Fe/TSであった。
（3）　分離液性状では、SS、有機物、リンにお
いて高い除去能力を確認することができた。
SDRインパクトは、汚泥処分費の削減、省エ
ネに大きく貢献できる遠心脱水機であり、汚泥
再生センター、し尿処理施設、下水道投入施設
等幅広く適用いただけるものであり、今後も更
なる改善、改良を目指す所存である。

表 3　脱水実験結果のまとめ

図 2　CO2 排出量の算出

図 3　SRDインパクト脱水汚泥の外観
（混合生汚泥　含水率 68％以下）


